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（２）令和４年度前期　公民館主催講座の計画と実施について

 オンライン講座についてはとても有益なものがあり、完
全に見れなくなるのは惜しい。公開終了後も何らかの方
法でアーカイブしたものを参照できると市民にとっても
ありがたいと考えます。

 年度単位で事業を実施しているため、公開期限を3月31
日としていますが、講師の了解を得て、大部分の講座
（動画）は新年度も引続き公開しています。年度当初に
配信できる講座がなくならないように配慮するととも
に、より多くの方に視聴機会を提供しています。

 待ちわびていた対面での主催講座の再開、とても嬉しく
思います。オンライン講座の配信サービスも、社会教育
指導員さんから進められていたのですが、登録の仕方な
どよくわからなかったのですが、ミーティアムガイドか
ら頑張ってやってみましたが、意外と簡単でした。一度
の登録で何度でも見られるのもなんと便利で、それぞれ
の公民館の特色も出ていて、視野が広がりました。一人
で、時間に縛られることなく、楽しむにはとてもよい
し、続けられるとのこと、とてもよろしいと思います
が、対面は対面で大切にしていきたいですね。人とのふ
れあいは元気の素ですから。

 動画配信型の講座では、「いつでも、どこでも、何度で
も」という利点を活かし、勤労者や子育て世代・障がい
をお持ちの方など、公民館に足を運ぶことが難しい環境
にある人たちにも気軽に学習できる機会として、引き続
き実施します。
 対面型講座は公民館の主要事業であり、学びをとおして
地域コミュニティの形成や学習成果の活用などの役割を
果たすことができるよう、今後も充実を図ります。併せ
て、実施に際しては対策本部会議等の方針を踏まえ、新
型コロナウイルス感染防止への配慮に努めます。

　対面での講座が出来る様になり、本当に良かったで
す。しかし、当分感染拡大防止に充分気を付けていきた
いです。オンライン講座もこれからも続けていかれる
事、是非期待しています。

 動画配信型の講座では、「いつでも、どこでも、何度で
も」という利点を活かし、勤労者や子育て世代・障がい
をお持ちの方など、公民館に足を運ぶことが難しい環境
にある人たちにも気軽に学習できる機会として、引き続
き実施します。
 対面型講座は公民館の主要事業であり、学びをとおして
地域コミュニティの形成や学習成果の活用などの役割を
果たすことができるよう、今後も充実を図ります。併せ
て、実施に際しては対策本部会議等の方針を踏まえ、新
型コロナウイルス感染防止への配慮に努めます。
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（１）令和４年度　公民館事業計画

意見・質問等

 令和4年度前期公民館主催講座について細かく丁寧な資
料をありがとうございます。併せて、3月19日（土）朝刊
に折り込まれた「ミーティアムガイド」にも目を通しま
した。新型コロナウィルス感染拡大により2年間休止され
ていた公民館での講座を感染拡大防止対策を講じながら
再開するということ、本当にうれしく思っています。対
策のために募集人数が少なくなることは、どうしても致
し方ないことだと思っています。講座の再開にあたり、
運営側としては常に感染状況等を見極めながらの実施と
なるかと思います。しかしこれからは、何事も「ウィズ
コロナ」の考え方無しでは建設的なことができなくなっ
てしまうのではないかと思っています。運営する側もき
め細かく気をつけながらの実施になるかと思いますが、
それ以上に参加者全員が自らしっかりと感染予防対策を
して、自分自身で責任をもって参加していくのが今後の
当たり前の進め方になると思っています。まずは、再開
にあたりご尽力いただきありがとうございます。そし
て、各公民館の個性的な講座計画には、私自身も参加し
てみたいと思う講座がいくつもありました。この春から
の講座の活発な開催を大いに期待しています。また、オ
ンライン講座も継続予定ということで、日頃忙しくて公
民館での講座に参加出来なかった方々も引き続き参加で
きるであろうと思います。オンライン講座への参加状況
も期待して見ています。

 動画配信型の講座では、「いつでも、どこでも、何度で
も」という利点を活かし、勤労者や子育て世代・障がい
をお持ちの方など、公民館に足を運ぶことが難しい環境
にある人たちにも気軽に学習できる機会として、引き続
き実施します。
 対面型講座は公民館の主要事業であり、学びをとおして
地域コミュニティの形成や学習成果の活用などの役割を
果たすことができるよう、今後も充実を図ります。併せ
て、実施に際しては対策本部会議等の方針を踏まえ、新
型コロナウイルス感染防止への配慮に努めます。
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 主催講座の内容を市広報だけでなく、近隣自治会の回覧
板で宣伝をしても良いのでは。

 個別の公民館の講座周知については、近隣地域の回覧板
を利用したことが以前にありましたが、受講者募集は短
期間に限定して行うことや、回覧の依頼手続きや配布の
ための準備作業のスケジュールが指定されていることか
ら、現在は活用していない状況です。
 地域住民への周知方法としては、自治会の掲示板へのポ
スター掲示や、公共施設等でのチラシの配架、児童対象
講座に関しては公民館周辺の学校にポスター掲示やチラ
シ配布を独自に依頼している公民館があります、
 また、市民への周知は、主催講座情報紙「ミーティアム
ガイド」を発行し新聞を購読される約93,700世帯（全世
帯の37.5％）に配布し、併せて市公式Ｗｅｂサイトに掲
載しています。より多くの市民に伝わりやすい方法を今
後も検討していきます。

 施設の老朽化で、突発的なことも多くなってくると思い
ますが、市民が安心して利用できるように、気を配って
くださり、有難うございます。

 避難所となる公民館で修繕未対応の箇所が残っているの
でしょうか。
 災害や緊急時への備えは平時からしておく必要がありま
す。今後は一層地域住民の安心安全の拠点としての機能
も求められてくると考えます。

 避難所としての修繕については、トイレの和便器を洋便
器に交換する修繕を行いました。

 報告１について（意見）３、主催講座活動事業　　住民
の生活課題にも対応した主催講座の実施報告（２）の意
見に続く報告２について（意見）全館共通テーマ「学
校、地域との連携」への問題提起
　①未就学児の親の教育「三つ子の魂百まで」のことわ
ざにあるように、３歳児までの子供への親の接し方が、
子どもの成長に大きな影響を与えると言われています。
其のことを全ての未就学児の親に知ってもらう機会を必
ず作る必要を痛感しています。
　②PTA、子ども会、自治会等の役員のなり手が少なく、
常に限られた人が携わっているのが現状です。役員の順
番がくるならその会を脱退すると言うような人もいま
す。
そんな親の無責任な姿を子供は見ています。このことか
らもボランティア精神を養う親の教育が必要でありま
す。
　教育委員会、学校、PTA、地域、公民館が協働して真剣
にこの問題に取り組むことが急務である事を提起しま
す。
  公民館への意見提起がきっかけとなる事を願っていま
す。

 親の教育に関連する講座としては、令和４年２月に「子
どもの心のコーチング」をオンライン双方向型で実施し
ました。講義のほかグループ分けによる意見交換の時間
を設けたことで、学びが深まり、受講者から好評が得ら
れました。
 親の教育やボランティア活動への啓発となる講座は、全
館共通のテーマである「学校・地域との連携」の取組み
の中で情報共有を図りつつ、実施すべき課題と考えま
す。
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（３）令和３年度公民館施設の工事及び修繕について
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